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今
か
ら
約
五
十
年
前
ま

で
、
渋
谷
か
ら
二
子
玉
川

ま
で
玉
電
と
呼
ば
れ
た
路

面
電
車
が
走
っ
て
い
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機

に
、
自
動
車
交
通
の
邪
魔

だ
と
地
下
鉄
に
さ
れ
た
。

三
軒
茶
屋
か
ら
、
下
高
井

戸
方
面
へ
向
か
う
路
線
は

「
世
田
谷
線
」
と
し
て
残
さ

れ
た
。
専
用
軌
道
だ
か
ら

渋
滞
関
係
な
し
。
路
面
電

車
な
の
で
、
改
札
か
ら
ホ
ー

ム
ま
で
階
段
を
上
る
必
要

も
な
い
。
お
年
寄
り
に
優

し
い
。
い
つ
も
沢
山
の
お

客
が
乗
っ
て
い
る
。

　

こ
の
山
下
駅
の
近
く
に

井
伊
直
弼
の
墓
の
あ
る
大

渓
山
豪
徳
寺
が
あ
る
。「
大

渓
山
」
の
下
に
あ
る
田
圃

だ
か
ら
「
山
下
」
と
呼
ん

だ
と
か
。
立
教
大
の
Ｈ
Ｐ

に
載
っ
て
い
た
。
今
「
山

下
町
」
と
い
う
町
名
は
無

い
が
、
山
下
商
店
街
、
山

下
公
園
な
ど
が
あ
る
。

　

近
く
の
小
田
急
の
駅
名

は
「
豪
徳
寺
」
と
な
っ
て

い
る
。

世
田
谷
線
山
下
駅

東
京
都
世
田
谷
区

　
　
　
　
　
　

二
〇
一
五
年
三
月

自公は戦争推進コンビ？？！！！

自
公
の
戦
争
立
法
合
意

　

自
民
、
公
明
は
三
月
20

日
「
安
全
保
障
法
制
」
の

骨
格
合
意
。
そ
れ
は
①
集

団
的
自
衛
権
を
法
制
化
、

先
制
攻
撃
に
も
参
戦
②
国

連
平
和
維
持
活
動
Ｐ
Ｋ
Ｏ

及
び
、
米
軍
な
ど
の
有
志

連
合
に
も
参
加
③
全
世
界

で
米
軍
の
後
方
支
援
④
平

時
か
ら
自
衛
隊
が
米
軍
、

他
国
軍
の「
武
器
等
防
護
。

　

正
に
戦
争
立
法
。

事
前
承
認
は
「
原
則
」

　

自
衛
隊
派
遣
は｢

原
則

と
し
て
国
会
の
事
前
承

認
」。
内
閣
が｢

原
則｣

を
解
釈
し
て
自
衛
隊
の
参

戦
を
決
め
ら
れ
る
。

　

イ
ラ
ク
戦
争
の
時
、
米

国
は
「
イ
ラ
ク
が
大
量
破

壊
兵
器
を
持
っ
て
い
る
」

と
い
う
嘘
の
情
報
で
戦
争

を
開
始
し
た
。
同
様
に

「
日
本
の
安
全
が
脅
か
さ

れ
る
」
い
う
情
報
だ
け
で

日
本
は
参
戦
す
る
こ
と
に

な
る
。「
安
全
を
脅
か
す
」

と
い
う
情
報
が
秘
密
保
護

法
で
特
定
秘
密
に
指
定
さ

れ
る
と
国
会
に
も
報
告
さ

れ
な
い
。
こ
れ
で
は
「
国

会
報
告
」の
意
味
も
な
い
。

　

国
連
安
保
理
決
議
も
不

要
と
は
、
国
連
の
ル
ー
ル

は
無
視
し
米
国
が
決
め
れ

ば
そ
れ
に
従
う
こ
と
。

憲
法
九
条
は

　

他
所
の
国
の
紛
争
に
武

力
で
介
入
す
る
と
泥
沼
に

陥
る
だ
け
。
現
在
の
イ
ラ

ク
を
見
れ
ば
明
ら
か
。
憲

法
九
条
は
「
国
権
の
発
動

た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ

る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使

は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す

る
手
段
と
し
て
は
、
永
久

に
こ
れ
を
放
棄
す
る
」
と

し
た
。
今
こ
そ
、
こ
の
平

和
主
義
を
世
界
に
広
め
る

時
で
あ
り
、
自
衛
隊
の
参

戦
の
機
会
を
増
や
す
時
で

は
な
い
と
思
う
。

　

み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
？


